
決まったことがら

─ 2021.5 ─

４月２日初の女性消防団員入団式
（写真提供：厚岸消防署）

●令和３年第１回定例会
　＊決まったことがら ････････････････････････････ P2～P4
　＊新年度予算 ････････････････････････････････････････････ P5
　＊補正予算 ･･･････････････････････････････････････････････ P6
　＊町政を問う ～一般質問～ ･････････････ P7～P12
●厚岸町気候非常事態宣言に関する決議 ･････････ P13
●議会の動き ･････････････････････････････････････････････ P14

№120

❖発行／厚  岸  町  議  会
❖編集／議会広報特別委員会

3月定例会号

一 般 問質 者

•佐　藤　淳　一 議員
•室　﨑　正　之 議員
•南　谷　　　健 議員
•竹　田　敏　夫 議員
•石　澤　由紀子 議員
•音喜多　政　東 議員

議会だより
祝「厚岸霧多布昆布森国定公園」誕生



2

決まったことがら

議

決

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

厚
岸
町
の
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

施
設
名　

厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ

ル
・
コ
ン
キ
リ
エ

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
厚
岸
味

覚
タ
ー
ミ
ナ
ル�

（
全
会
一
致
）

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

厚
岸
町
の
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

施
設
名　

厚
岸
町
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー

指
定
管
理
者　

厚
岸
町
商
工
会

�

（
全
会
一
致
）

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

厚
岸
町
の
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

施
設
名　

山
の
手
会
館
や
ま
び
こ

’05指
定
管
理
者　

山
の
手
自
治
会

�

（
全
会
一
致
）

　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

令
和
２
年
11
月
７
日
午
前
８
時

道
路
で
あ
り
、
町
道
と
し
て
幅
員

等
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
道
路

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寄
付
を
受
け

町
道
路
線
と
し
て
認
定
を
行
う
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

�

（
全
会
一
致
）

条

例

　
厚
岸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

北
海
道
か
ら
示
さ
れ
た
令
和
３

年
度
の
「
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
」及
び「
標
準
保
険
料
率
」

を
基
に
、
厚
岸
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
保
険
税
率
の
改
定
を
行

う
た
め
の
必
要
な
改
正
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。�

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

「
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ

る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の

利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営

の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た

め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報

通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
お
け
る
住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
改
正
が
令
和
元
年
６
月
20
日
に

施
行
さ
れ
、「
住
民
票
の
除
票
の

写
し
、
戸
籍
の
附
票
の
除
票
の
写

17
分
頃
、
厚
岸
町
宮
園
３
丁
目
５

番
地
先
、
し
ん
り
ゅ
う
保
育
所
付

近
の
交
差
点
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
課
職
員
が
職
務
上
町
有
車
両
を

運
転
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
送

迎
の
た
め
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

か
ら
同
交
差
点
に
徐
行
し
進
入
し

た
と
こ
ろ
、
町
道
宮
園
鉄
北
通
り

か
ら
同
交
差
点
へ
進
入
し
て
き
た

相
手
側
車
両
と
衝
突
し
、
相
手
方

車
両
の
前
面
と
町
有
車
両
の
助
手

席
側
側
面
が
破
損
し
た
事
故
に
対

す
る
賠
償
額
を
53
万
円
と
決
定
し

ま
し
た
。

（
町
の
過
失
割
合
50
％
）

�

（
全
会
一
致
）

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
名　

（
令
和
２
年
度
国
債
）

太
田
門
静
間
道
路
改
良
舗
装
工
事

請
負
金
額　

６
７
６
５
万
円

請
負
契
約
者　

株
式
会
社
宮
原
組

�

（
全
会
一
致
）

　
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

新
た
に
町
道
認
定
す
る
住
の
江

14
号
線
は
、
町
道
住
の
江
町
海
岸

通
り
に
接
す
る
私
道
で
、
昭
和
52

年
に
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
「
道

路
の
位
置
の
指
定
」
を
受
け
た
道

路
で
す
。

　

既
設
道
路
の
現
状
は
、
砂
利
道

で
幅
員
が
約
６
ｍ
の
行
き
止
り
道

路
で
す
が
、
回
転
用
地
を
有
し
、

住
宅
４
軒
が
使
用
し
て
い
る
生
活

し
」
に
係
る
交
付
の
取
扱
い
が
明

確
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
必
要
な
改

正
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
重
度
心
身
障
害
者
及
び

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

「
医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ

効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
う
ち
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
導
入
」が
施
行
さ
れ
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
が
運
用
開
始
と
な

る
こ
と
に
伴
う
必
要
な
改
正
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
高
齢
者
等
及
び
身
体
障

害
者
生
活
支
援
事
業
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
町

民
に
対
す
る
介
護
保
険
給
付
サ
ー

ビ
ス
以
外
の
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
高
齢
者
等
及
び
身
体
障
害

者
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
ハ

ー
ト
コ
ー
ル
事
業
を
社
会
福
祉
協

議
会
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

へ
移
管
す
る
等
の
必
要
な
改
正
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
全
会
一
致
）

決
ま
っ
た

こ
と
が
ら

令和3年 第1回 定 例 会
　第１回定例会は、去る３月８日招集され、12日間（休会日２日を含む）の
会期で行われました。
　６名が一般質問で町政全般についてただしました。
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決まったことがら
　
厚
岸
町
ご
み
処
理
場
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

厚
岸
町
ご
み
処
理
場
内
の
「
収

集
ご
み
積
替
保
管
施
設
」
が
令
和

２
年
12
月
に
完
成
し
た
こ
と
か

ら
、
名
称
及
び
位
置
を
加
え
る
必

要
な
改
正
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し

た
。�

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、

第
８
期
厚
岸
町
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
量
や
介
護

給
付
費
の
見
込
み
な
ど
か
ら
、
新

た
な
保
険
料
率
及
び
保
険
料
の
軽

減
措
置
を
定
め
る
ほ
か
、
必
要
な

改
正
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
が
令
和
３
年
１
月
25
日
に
公
布

さ
れ
、
本
省
令
に
お
い
て
、
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

カ
月
か
ら
６
カ
月
の
短
期
間
で
行

う
サ
ー
ビ
ス
、
い
わ
ゆ
る
「
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
」
と
し
て
行
う
た

め
の
必
要
な
改
正
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。�

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
道
路
の
構
造
の
技
術
的

基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
４
月
25
日
施
行
の
道

路
構
造
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

自
転
車
を
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行

さ
せ
る
た
め
設
け
ら
れ
る
帯
状
の

車
道
の
部
分
と
し
て
「
自
転
車
通

行
帯
」
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る

こ
と
で
、
新
た
に
整
備
す
る
道
路

に
お
け
る
「
自
転
車
通
行
帯
」
の

設
置
の
推
進
を
図
る
た
め
、
自
転

車
通
行
帯
の
設
置
要
件
の
規
定
な

ど
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２

年
11
月
25
日
施
行
の
道
路
法
等
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
道
路
構
造
令

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
交
通
事
故

の
防
止
を
図
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
道
路
に
設
け
る
交
通
安
全
施
設

に
自
動
運
行
装
置
を
備
え
て
い
る

自
動
車
の
自
動
的
な
運
行
を
補
助

す
る
た
め
の
主
に
民
間
事
業
者
が

設
置
す
る
磁
気
マ
ー
カ
ー
な
ど
の

自
動
運
行
補
助
施
設
の
規
定
が
追

加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
厚
岸
町
に

お
い
て
も
、
道
路
構
造
の
技
術
的

基
準
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
参
酌

す
べ
き
一
般
的
な
技
術
的
基
準
と

準
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
及
び
指
定
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
感
染
症

や
災
害
へ
の
対
応
力
強
化
等
に
係

る
規
定
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、
当

町
も
国
の
「
従
う
べ
き
基
準
」
及

び
「
参
酌
す
べ
き
基
準
」
に
基
づ

き
改
正
を
行
う
こ
と
が
適
切
と
判

断
し
た
こ
と
か
ら
、
厚
岸
町
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
必
要
な
改
正
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。�（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

一
般
介
護
予
防
事
業
で
実
施
し

て
い
た
「
貯
筋
サ
ロ
ン
」
事
業
を

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
国

の
要
綱
に
基
づ
き
、
保
健
・
医
療

の
専
門
職
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
３

し
て
、
国
道
、
道
道
と
の
整
合
性

を
勘
案
し
、
国
の
基
準
ど
お
り
に

改
正
す
る
必
要
な
改
正
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。�

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

近
年
、
身
寄
り
の
無
い
単
身
高

齢
者
等
が
増
加
し
、
公
営
住
宅
の

入
居
に
際
し
て
保
証
人
を
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の

技
術
的
助
言
と
他
の
自
治
体
の
状

況
を
考
慮
し
て
、
令
和
２
年
度
に

お
い
て
保
証
人
の
実
態
調
査
を
行

い
、
保
証
人
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
保
証
人

と
し
て
の
保
証
能
力
を
有
し
て
い

な
い
方
や
、
保
証
人
が
既
に
亡
く

な
っ
て
い
た
状
況
な
ど
が
あ
り
、

一
部
で
保
証
人
制
度
が
機
能
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
保
証
人
の

確
保
が
で
き
ず
に
町
営
住
宅
に
入

居
で
き
な
い
と
い
っ
た
事
態
を
防

ぐ
た
め
、保
証
人
制
度
を
廃
止
し
、

令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
の
入
居

申
込
み
か
ら
、
保
証
人
の
確
保
を

前
提
と
せ
ず
に
町
営
住
宅
へ
の
入

居
を
可
能
に
す
る
改
正
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。�

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

昭
和
49
年
建
設
の
太
田
地
区
公

民
館
は
、
平
成
23
年
に
実
施
し
た

耐
震
診
断
で
倒
壊
又
は
崩
壊
の
危

険
が
あ
る
と
の
判
定
が
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
27
年
度
に
新

た
に
太
田
活
性
化
施
設
が
建
設
さ

れ
、
今
後
の
活
用
の
見
込
み
が
な

い
た
め
、
令
和
２
年
度
を
も
っ
て

廃
止
す
る
た
め
の
必
要
な
改
正
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
全
会
一
致
）

決

議

　
厚
岸
町
気
候
非
常
事
態
宣
言
に

関
す
る
決
議

　

本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳

情

　
新
築
住
宅
に
対
す
る
支
援
助
成

事
業
の
継
続
及
び
助
成
額
の
拡
大

に
関
す
る
陳
情
書

　

令
和
２
年
12
月
10
日
開
会
の
第

４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
総
務
産

業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
本

陳
情
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
報
告

で
採
択
が
報
告
さ
れ
、
採
決
の
結

果
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
全
会
一
致
）
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決まったことがら

報

告

　
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い

て
　

令
和
２
年
度
厚
岸
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
12
回
目
）
を
承
認
し

ま
し
た
。�
（
全
会
一
致
）

　
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い

て
　

厚
岸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
承

認
し
ま
し
た
。�

（
全
会
一
致
）

　
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い

て
　

厚
岸
町
事
務
分
掌
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
承
認
し
ま
し

た
。�

（
全
会
一
致
）

人

事

　
監
査
委
員
の
選
任
に
対
す
る
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

黒
田
庄
司
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

�

（
全
会
一
致
）

意
見
書

　
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求

め
る
意
見
書

⑵
介
護
保
険
に
関
す
る
事
項　

⑶
民
生
及
び
福
祉
に
関
す
る
事
項

⑷
保
健
衛
生
及
び
生
活
環
境
に
関

す
る
事
項

⑸
上
下
水
道
に
関
す
る
事
項　

⑹
学
校
教
育
、
社
会
教
育
及
び
生

涯
学
習
に
関
す
る
事
項

⑺
そ
の
他
厚
生
及
び
文
教
に
関
す

る
事
項

　
議
会
運
営
委
員
会

⑴
議
会
運
営
に
関
す
る
こ
と

⑵
議
会
の
会
議
規
則
・
委
員
会
に

関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

⑶
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

⑷
そ
の
他
本
委
員
会
所
管
に
関
す

る
事
項補

正
予
算

　

本
会
議
に
て
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
厚
岸
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
１
回
目
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
８
１

１
０
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
97
億
７
３
１
８
万
６
千
円

と
す
る
。

　
主
な
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
体
制
確
保
３
９
４
３

万
１
千
円
の
増

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
第
１
回
（
１
月
19
日
）

①
陳
情
第
１
号　

新
築
住
宅
に
対

す
る
支
援
助
成
事
業
の
継
続
及

び
助
成
額
の
拡
大
に
関
す
る
陳

情
書
に
つ
い
て

②
町
営
牧
場
に
お
け
る
大
麦
の
試

験
栽
培
に
つ
い
て

　
第
２
回
（
２
月
19
日
）

①
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
に

つ
い
て

②
き
の
こ
菌
床
料
の
改
定
に
つ
い

て
③
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
第
３
回
（
３
月
５
日
）

①
各
避
難
所
の
除
雪
に
つ
い
て

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
第
１
回
（
１
月
22
日
）

①
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
係
る
報
告
に
つ
い
て

②
地
域
福
祉
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
③
障
が
い
福
祉
計
画
（
案
）
に
つ

い
て

④
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
及

［
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
］

［
提
出
者　

石
澤
由
紀
子
議
員
］

　

本
意
見
書
は
、
討
論
の
結
果
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

（
賛
成
４　

反
対
５　

棄
権
１　

欠
席
１
）申

出

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
、
厚
生

文
教
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
か
ら
、
次
の
定
例
会
ま
で

の
閉
会
中
に
お
け
る
継
続
調
査
の

申
し
出
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
委
員
会
の
調
査
事
項
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

⑴
総
務
及
び
防
災
に
関
す
る
事
項

⑵
財
政
及
び
税
に
関
す
る
事
項

⑶
財
産
に
関
す
る
事
項

⑷
商
工
・
労
政
及
び
観
光
に
関
す

る
事
項

⑸
農
業
、
林
業
、
畜
産
及
び
水
産

業
に
関
す
る
事
項

⑹
土
木
、
建
築
及
び
都
市
計
画
に

関
す
る
事
項

⑺
出
納
に
関
す
る
事
項

⑻
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属

し
な
い
事
項

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

⑴
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
事
項

び
執
行
状
況
に
係
る
点
検
・
評

価
報
告
書
（
令
和
元
年
度
事
業

分
）
に
つ
い
て

　
第
２
回
（
３
月
３
日
）

①
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
に

つ
い
て

②
新
年
度
に
お
け
る
保
健
福
祉
課

の
新
規
・
拡
充
予
定
事
業
等
に

つ
い
て

③
生
徒
指
導
に
係
る
質
問
に
つ
い

て

各
常
任
委
員
会
の

活
動
状
況

お　知　ら　せ

　町議会では、議場で行われている本会議や特別委員会だけではなく、

３階委員会室で行われる常任委員会も傍聴できます。

　委員会の開催日程はインターネットで確認できますので、みなさん、

気軽にお越しください。

議会・委員会を傍聴しませんか。
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新 年 度 予 算

一 般 会 計� （単位：千円）

投　資　的　経　費（事業費　1,000万円以上） 負担金補助及び交付金（経常経費で金額　100万円以上）
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費 区　　分 内　　　　　　　　　　　容 金　額
総 務 費 厚岸情報ネットワーク整備事業 11,033 総 務 費 釧路町村会 2,035

総合行政情報システム整備事業 73,559 北海道職員派遣負担金 5,431
旧教員住宅解体事業 51,648 北海道市町村備荒資金組合 5,000

民 生 費 社会福祉センター設備整備事業 10,000 空家等除却促進補助金 2,500
多機能共生型地域交流センター整備事業 19,096 友好都市交流事業参加費助成 1,460
湾月生活館整備事業 47,121 まちおこし補助金 2,000
旧宮園･白浜地区コミュニティセンター解体事業 30,778 移住支援金 7,200
あっけし保育所備品整備事業 12,000 移住定住促進補助金 3,900
厚岸保育所解体事業 91,311 結婚新生活支援補助金 8,250

衛 生 費 基幹的設備改良事業（釧路広域連合） 63,184 地域おこし協力隊隊員活動費助成 2,298
農林水産業費 中山間地域等直接支払事業 100,000 地域おこし協力隊起業等助成 1,000

多面的機能支払交付金事業 13,042 釧路･根室広域地方税滞納整理機構 5,311
新規就農者誘致奨励事業 14,853 戸籍総合システム共同運用負担金 4,968
矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業（浜 中 町 農 業 協 同 組 合） 10,682 町長選挙運動用公費負担金 1,574
矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業（釧路太田農業協同組合） 41,684 町議会議員補欠選挙運動用公費負担金 1,177
町営牧場整備事業 27,188 民 生 費 保健福祉総合センター・健康広場施設維持管理費負担金 1,031
町営牧場管理用機械整備事業 35,543 民生委員児童委員協議会 3,287
道営釧路太田東部地区草地整備事業 25,000 社会福祉協議会 31,093
道営釧路太田西部地区草地整備事業 10,000 社会福祉センター運営費 1,959
道営大別地区公共牧場草地整備事業 18,750 社会福祉センター大規模改修借入返済助成 4,369
道営林道別寒辺牛２号線開設事業 15,440 社会福祉センター増改築借入返済助成 2,220
造林事業 51,035 子ども発達支援センター 3,500
木工センター整備事業 11,319 敬老会 6,701

土 木 費 建設機械等整備事業 39,540 介護保険利用者負担軽減措置 1,390
町道歩道整備事業 16,500 北海道後期高齢者医療広域連合 103,623
橋梁長寿命化整備事業 77,917 各自治会助成 1,473
筑紫恋道路ほか整備事業 15,300 自治会活動活性化助成 3,100
床潭末広間道路整備事業 172,500 地方バス路線助成 9,191
太田門静間道路整備事業（令和２国債） 60,943 施設型給付費負担金 51,355
太田門静間道路整備事業（令和３国債） 25,543 衛 生 費 公衆浴場設備修繕助成 3,760
実験所道路法面整備事業 17,000 釧根広域救急医療確保負担金 1,816
太田２号道路防雪柵整備事業 20,314 厚岸郡救急医療確保負担金 18,889
トライベツ地区町道法面整備事業 40,334 子どもインフルエンザワクチン予防接種費用助成 1,288
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（令 和 ２ 国 債） 165,325 水道事業会計補助金 11,745
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（令 和 ３ 国 債） 37,523 病院事業会計負担金 387,074
公園施設整備事業 14,421 別寒辺牛川・ホマカイ川流域環境保全協議会 1,000
住宅供給公社きのこ菌床栽培新規着業者住宅譲渡償還金 10,338 釧路広域連合 47,364
町営住宅白浜団地整備事業 14,019 農林水産業費 農業経営基盤強化資金利子補給 1,443
町営住宅奔渡団地整備事業 62,260 青年就農給付金 1,500
町営住宅解体事業 17,600 家畜自衛防疫協議会 2,760
町営住宅建設事業 135,348 野生鳥獣被害対策協議会 3,964

消 防 費 救急自動車整備事業（釧路東部消防組合） 42,080 厚岸港まつり協賛会（町民花火大会船借上料分） 1,320
厚岸消防団第３分団庁舎整備事業（釧路東部消防組合） 11,154 日本水難救済会厚岸救難所 1,100

教 育 費 太田地区公民館解体事業 33,231 漁業近代化資金利子補給 3,187
アッケシソウ栽培地整備事業 18,799 衛生管理型漁港施設負担金 1,709
情報館整備事業 77,000 水産種苗生産センター施設整備負担金 1,052
温水プール施設整備事業 30,349 商 工 費 商工会 12,776

小規模商工業者設備近代化資金保証料 1,012
中小企業融資利子補給 3,289
中小企業融資保証料 5,535
ハッピーブライダル奨励費 1,000
特産品等開発助成 5,000
厚岸観光協会 15,428
観光プロモーション実行委員会 2,244
アウトドア体験費補助金 1,060
アウトドアガイド育成補助金 3,705
緊急経済対策中小企業資金融資利子補給 12,000
事業者感染症防止対策助成 3,000

土 木 費 住宅省エネ・バリアフリー改修補助金 1,000
住宅新築助成 10,000
住宅リフォーム助成 8,000
住宅耐震改修補助金 1,000

消 防 費 釧路東部消防組合 361,024
自主防災組織活動活発化助成 3,300

教 育 費 通学バス定期券購入助成 4,296
町立教育研究所 1,550
小学校学校給食費助成 13,116
中学校修学旅行費助成 2,310
中学校学校給食費助成 8,346
文化振興助成 1,500
スポーツ振興助成 1,500

令和３年度　各会計予算の主な内容

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費
水道事業費 上尾幌地区配水管調査事業 27,760

下 水 道 事 業 特 別 会 計
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費
下水道事業費 公共下水道工事費 180,472

介護老人保健施設事業特別会計
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費
施設整備費 介護老人保健施設設備整備事業 18,997

水 道 事 業 会 計
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費
建設改良費 配水管布設替等事業 29,474

設備整備事業 20,800
配水管更新実施設計委託業務 14,800
上水道地区地下水源調査委託業務 21,590
メーター設備費（検満） 48,900

病 院 事 業 会 計
区　　分 事　　　　　業　　　　　名 事業費
建設改良費 器械備品購入費 53,883

特別会計・企業会計（事業費1,000万円以上）�（単位：千円）
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補 正 予 算

令和２年度　３月補正予算の主な内容（補正額300万円以上）
（単位：千円）

項　　　　　　　　　目 補 正 前 予 算 今　回　補　正 補 正 後 予 算
一般会計（13回目）
厚岸情報ネットワーク整備工事費 3,103
厚岸情報ネットワーク難視聴対策業務委託料 △ 6,138
減債基金積立金 300,000
地域づくり推進基金積立金 209,045
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金積立金 76,515
まちおこし基金積立金 10,000
ふるさと支援推進報償費 72,984
ふるさと納税支援サービス委託料 14,803
ふるさと納税支援サービス使用料 7,765
ふるさと納税基金積立金 27,861
障害者（児）介護・訓練等給付介護給付費 △ 4,004
障害者（児）介護・訓練等給付障害児通所給付費 △ 5,641
重度心身障害者医療費 △ 3,513
厚岸保育所建設事業建築工事費 △ 20,062
保育所解体事業解体撤去工事費 △ 17,589
病院事業会計補助金 98,464
子ども医療費 △ 3,861
インフルエンザワクチン費用助成 △ 3,712
環境保全基金積立金 6,000
釧路広域連合負担金 △ 3,000
釧路広域連合基幹的設備改良事業負担金 △ 3,464
収集ごみ積替保管施設建設事業建築工事費 △ 10,912
矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業補助金 △ 3,165
町営牧場管理用機械整備事業車両購入 △ 9,160
道営大別地区公共牧場草地整備事業負担金 △ 3,750
町営牧場消耗品費 3,308
農業者経済対策経営支援給付金 △ 3,000
厚岸味覚ターミナル整備実施設計委託料 △ 3,905
観光客誘致促進助成 △ 15,658
厚岸味覚ターミナル経営支援補助金 20,000
商工会補助金（緊急経済対策支援給付金） △ 4,900
緊急経済対策中小企業資金融資利子補給 △ 3,539
床潭末広間道路整備事業地すべり対策設計監理委託料 △ 6,622
町営住宅宮園団地整備事業 △ 16,588
旧教職員住宅等解体事業実施設計委託料 △ 7,125
自主防災組織活動活発化助成 △ 3,266
（仮称）湖南地区避難場所整備事業施設整備工事費 △ 3,017
会計年度任用職員報酬 △ 5,733

歳入・歳出の総額 12,408,107 535,701 12,943,808
一般会計（14回目）

歳入・歳出の総額 12,943,808 3,595 12,947,403
国民健康保険特別会計（５回目）
一般被保険者療養給付費 △ 6,445
一般被保険者高額療養費 5,380

歳入・歳出の総額 1,403,989 △ 6,934 1,397,055
簡易水道事業特別会計（３回目）

歳入・歳出の総額 83,929 △ 1,555 82,374
下水道事業特別会計（３回目）

歳入・歳出の総額 656,613 △ 573 656,040
介護保険特別会計（５回目）
居宅介護サービス給付費 △ 5,917
施設介護サービス給付費 21,145
居宅介護サービス計画費 △ 9,731

歳入・歳出の総額 1,093,409 493 1,093,902
後期高齢者医療特別会計（４回目）

歳入・歳出の総額 147,322 1,143 148,465
介護老人保健施設事業特別会計（３回目）
病院事業運営管理共通経費負担金 3,873

歳入・歳出の総額 82,898 4,000 86,898
水道事業会計（３回目）

収益的支出の総額 273,793 4,693 278,486
病院事業会計（３回目）

収益的支出の総額 1,266,001 △ 39,595 1,226,406
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一 般 質 問

５期20年の経験と実績を踏まえ次期町長選への思いは
　「みんなの〝あっけし〟新時代の創造に向かって」町の未来を切り拓
いていく覚悟で、６月13日予定の町長選挙に６選を目指して挑戦す
ることを表明。

５
期
20
年
を
振
り
返
っ
て

問　
こ
の
５
期
20
年
の
町
政
運
営

に
あ
た
り
、
少
し
振
り
返
っ
て
い

た
だ
き
、
厚
岸
町
の
確
か
な
未
来

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
思
い
で
取

り
組
ま
れ
た
の
か
。

答　
私
は
「
政
治
こ
そ
が
愛
す
る

郷
土
の
発
展
と
、
人
々
の
幸
せ
を

も
た
ら
す
も
の
」
と
の
信
念
を
持

ち
町
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
長
と
し
て
20
年
、
何
よ
り
も

大
好
き
な
こ
の
厚
岸
を
元
気
な
ま

ち
に
し
た
い
と
の
思
い
で
、
１
期

４
年
毎
に
、そ
の
「
初
心
」
と
「
原

点
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
全
身
全

霊
で
職
務
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
む
べ
き

課
題
は

問　
日
本
全
体
が
人
口
減
少
社
会

を
む
か
え
ま
し
た
。

　

厚
岸
町
も
町
制
施
行
１
２
０
周

年
を
む
か
え
、
今
後
も
厚
岸
町
で

あ
り
続
け
る
た
め
、
今
後
の
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
何
で
す
か
。

答　
第
６
期
総
合
計
画
・
第
２
期

未
来
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
施

策
を
基
本
と
し
、
①
依
然
と
し
て

収
束
の
目
処
が
立
た
な
い
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
適
切
な
実
施
に
向
け
た
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
経

済
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経

　

国
定
公
園
化
に
よ
る
、
全
国
的

知
名
度
向
上
や
、
周
遊
ル
ー
ト
の

構
築
、
さ
ら
に
観
光
関
連
施
設
の

整
備
を
進
め
る
こ
と
で
関
係
４
町

に
渡
っ
て
増
加
が
期
待
さ
れ
る
交

流
人
口
の
活
用
を
図
り
、
観
光
産

業
と
地
場
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
水
産
業
と
酪
農
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
当
町
は
「
町
政
の
最
重
要

課
題
」
と
し
て
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
地
域
資

源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
基
幹
産

業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
道
横
断
自
動
車
道

根
室
線
「
尾
幌
糸
魚
沢
間
」
道
路

の
早
期
完
成
な
ど
、
多
く
の
町
政

課
題
に
つ
い
て
、
厳
し
い
行
財
政

環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸

施
策
の
実
現
に
全
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

６
選
に
向
け
町
長
の

熱
い
思
い
は

問　
（
一
般
質
問
の
中
で
は
詳
細

を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
紙
面
の

都
合
上
、
割
愛
し
ま
す
。）
こ
の

ち
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
当
町
で
は
震
度

７
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
使
命

は
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
防
災
・
減

災
対
策
を
さ
ら
に
進
め
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③
昨
年
実
施
し
た
国
勢
調
査
で

は
、
現
段
階
の
独
自
集
計
に
よ
る

と
、
少
子
化
や
転
出
超
過
か
ら
、

人
口
が
９
千
人
を
割
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
町

独
自
で
積
極
的
に
実
施
し
て
き

た
、
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
、

小
中
学
校
児
童
生
徒
の
給
食
費
や

保
育
所
・
幼
稚
園
の
保
育
料
の
無

償
化
等
の
子
育
て
支
援
策
が
功
を

奏
し
、
子
育
て
世
代
と
な
る
20
歳

代
か
ら
40
歳
代
で
転
入
超
過
と
な

り
、
毎
年
１
０
０
人
を
超
え
る
転

出
超
過
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昨
年

は
９
人
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
町

の
活
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、

積
極
的
な
子
育
て
支
援
策
と
移
住

定
住
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④
長
年
に
わ
た
り
力
を
注
い
で
き

た
「
厚
岸
道
立
公
園
」
の
国
定
公

園
化
は
、
今
月
「
厚
岸
霧
多
布
昆

布
森
国
定
公
園
」
と
し
て
誕
生
い

た
し
ま
す
。

20
年
財
政
が
厳
し
い
中
、
近
年
は

住
民
要
望
も
多
く
、
全
て
に
応
え

る
こ
と
は
難
し
い
時
代
に
あ
っ
て

様
々
な
政
策
の
実
現
に
努
め
て
こ

ら
れ
た
事
に
敬
意
を
表
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
長
の
任
期
も
４
カ

月
（
本
定
例
会
以
降
）
余
り
と
な

り
、
町
長
選
挙
は
町
民
の
高
い
関

心
事
で
あ
り
ま
す
。

　

厚
岸
町
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
６
期
目
に
向
け
町
長
の
熱
い

思
い
を
是
非
、
表
明
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答　
今
日
ま
で
の
培
っ
て
き
た
政

治
家
と
し
て
の
経
験
と
人
脈
を
最

大
限
に
活
か
し
、
気
力
と
体
力
を

さ
ら
に
奮
い
立
た
せ
、
も
っ
と
豊

か
な
も
っ
と
元
気
な
「
み
ん
な
の

〝
あ
っ
け
し
〟
新
時
代
の
創
造
に

向
か
っ
て
」
町
の
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

６
月
13
日
に
予
定
さ
れ
る
町
長

選
挙
に
、
６
選
を
目
指
し
て
挑
戦

し
、
さ
ら
な
る
意
欲
を
持
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
舵
取

り
を
い
た
し
た
い
と
決
意
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
長・町
議
会
議
員（
補
欠
）選
挙

告　
示　
６
月
８
日
（
火
）

投
開
票　
６
月
13
日
（
日
）

※�
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
選
挙
費
用
の
一
部
が
公
費
負
担
と

な
り
ま
す
。

議員佐藤淳一
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一 般 質 問

問　
本
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対

応
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
室
（
室
長
に
副
町

長
就
任
）
を
設
置
し
取
り
組
み
、

国
の
接
種
順
位
に
基
づ
き
、
医
療

従
事
者
等
と
さ
れ
る
介
護
老
人
保

健
施
設
を
含
む
町
立
厚
岸
病
院
と
、

町
内
民
間
病
院
職
員
、消
防
職
員
、

集
団
接
種
会
場
従
事
者
、
次
に
高

齢
者
へ
の
接
種
を
５
月
か
ら
７
月

ま
で
に
、
ま
た
高
齢
者
と
並
行
し

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
と
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
入
所
施
設
と
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
従
事
者
、
最
後
に

65
歳
未
満
の
方
々
と
な
り
ま
す
。

問　
心
和
園
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
所
者
と
そ
こ
で
働
く
従
事
者
の

接
種
は
。

答　
病
院
従
事
者
等
の
次
が
入
所

者
、
そ
の
次
が
従
事
者
と
な
り
ま

す
。
心
和
園
入
所
者
は
当
該
施
設

に
お
い
て
嘱
託
医
が
、従
事
者
は
集

団
又
は
個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。

町
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
者
は

当
該
施
設
で
町
内
民
間
病
院
医
師

が
、
従
事
者
は
町
内
民
間
病
院
に

て
個
別
接
種
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

問　
町
内
で
働
い
て
い
る
外
国
の

方
の
接
種
と
医
師
の
確
保
は
。

答　
町
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
外
国
の
方
は
接
種
対
象
と
な
り
、

専
属
医
師
１
名
と
看
護
師
３
名
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

問　
町
立
厚
岸
病
院
は
抗

原
検
査
で
判
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
町

で
実
施
す
べ
き
で
は
。

答　
集
団
感
染
と
重
症
化

リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
踏
ま

え
、
高
齢
者
施
設
と
障
が

い
者
施
設
に
お
い
て
希
望

さ
れ
た
従
事
者
を
対
象
に

町
が
費
用
負
担
し
実
施
し

ま
す
。
対
象
施
設
は
高
齢

者
入
所
施
設
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
２
箇
所
、
通
所
施

設
３
箇
所
の
計
６
箇
所
と

障
が
い
者
施
設
６
箇
所
が

実
施
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

『
心
和
園
の
施
設
老
朽

化
対
策
新
年
度
中
に
方

向
性
を
検
討
』

問　
現
状
心
和
園
入
所
待
機
者
は

約
60
名
、
85
歳
以
上
は
増
加
傾
向

に
あ
り
今
は
介
護
施
設
入
所
へ
の

理
解
が
深
ま
り
、
現
有
施
設
で
の

収
容
が
困
難
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

現
有
建
物
は
老
朽
化
が
著
し
い
多

床
室
（
昭
和
56
年
築
）、
短
期
入

所
施
設
（
平
成
９
年
築
）、
新
し

い
ユ
ニ
ッ
ト
と
３
つ
の
建
物
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
て
高
台
移

転
が
望
ま
し
い
が
財
源
的
に
厳
し

く
、
ま
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
切
り
離
す

と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
掛
か
り

過
ぎ
ま
す
。
町
長
は
ど
の
様
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

答　
昨
年
来
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
施
設
の
現
状
や
課
題
を
整
理
中

で
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
令
和
３

年
度
中
に
方
向
性
を
定
め
ま
す
。

『
厚
岸
霊
園
、
お
墓
ま

で
ス
ム
ー
ズ
に
出
入
り

で
き
る
車
道
を
』

答　
利
用
者
の
声
と
受
け
止
め
、

さ
ら
に
利
便
性
が
良
く
な
る
よ
う

動
線
も
考
慮
し
管
理
棟
前
を
通
行

で
き
る
ル
ー
ト
を
検
討
し
ま
す
。

問　
厚
岸
霊
園
の
整
備
計
画
で
す

が
、
人
口
減
少
が
顕
著
で
当
初
計

画
時
と
状
況
が
変
貌
し
て
お
り
、

長
期
展
望
に
立
ち
、
利
用
者
に
や

さ
し
く
利
用
し
や
す
い
計
画
・
整

備
が
必
要
で
は
。

答　
過
去
３
カ
年
で
新
規
１
件
、

反
対
に
墓
じ
ま
い
の
件
数
が
４
件

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
人
口
推

計
や
利
用
実
態
、
利
用
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
、
長
期
展
望
を
踏
ま
え
て

整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

『
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
新
年

度
約
１
８
７
９
万
円
で

栽
培
地
造
成
』

問　
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
が
ポ
ッ
ト
栽

培
で
は
悲
し
す
ぎ
ま
す
。
東
京
農

業
大
学
中
村
准
教
授
の
協
力
で
保

護
育
成
に
取
り
組
む
町
長
に
敬
意

を
表
し
そ
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答　
令
和
２
年
度
チ
カ
ラ
コ
タ
ン

で
栽
培
地
造
成
の
調
査
を
行
い
、

汐
の
満
ち
引
き
に
伴
う
水
位
測
定
、

網
走
市
卯
原
内
で
の
ア
ッ
ケ
シ
ソ

ウ
再
生
に
尽
力
さ
れ
た
中
村
准
教

授
の
助
言
を
踏
ま
え
造
成
地
の
測

量
・
設
計
を
実
施
。
新
年
度
は
湖

水
が
自
然
流
出
入
す
る
栽
培
地
造

成
を
行
い
、
令
和
４
年
度
か
ら
栽

培
を
目
指
し
、
チ
カ
ラ
コ
タ
ン
地

区
で
栽
培
を
確
立
さ
せ
新
た
な
栽

培
地
へ
増
殖
拡
大
を
進
め
た
い
。

チカラコタン　アッケシソウ栽培地造成地（写真道路右側草地）

議員南谷　健

厚岸町のワクチン接種とＰＣＲ検査
　国や道からの情報が不確定な現状で、高齢者の接種は早くて５月連休明
け以降になり、集団接種は、福祉センターとあみかで事前に接種対策室に
予約の上接種できます。
　個別接種は、事前予約をし、町立厚岸病院では、かかりつけの患者を基
本に受けられ、町内民間病院では、かかりつけの患者に限らず、全ての方
が接種できます。
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一 般 質 問

議員

問　
町
で
の
男
女
共
同
参
画

は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
、
一
般
行
政
職
の
う
ち
女

性
職
員
が
占
め
る
割
合
は
、

新
規
採
用
職
員
で
50
％
、
管

理
職
で
24
・
６
％
、
係
長
相

当
職
で
30
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
が
公
表
し
た
平
成
31
年
４

月
１
日
現
在
の
「
男
女
平
等
参
画

社
会
の
形
成
又
は
女
性
に
関
す
る

施
策
の
推
進
状
況
調
査
」
結
果
で

は
、
厚
岸
町
は
、
職
員
全
体
で
女

性
職
員
の
占
め
る
割
合
が
、
全
道

平
均
の
35
・
９
％
に
対
し
て
53
・

８
％
で
、
道
内
で
２
番
目
、
管
理

職
の
女
性
職
員
の
割
合
が
全
道
平

均
７
・
８
％
に
対
し
て
15
・
８
％

で
、
12
番
目
と
非
常
に
高
い
数
値

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
「
厚
岸

町
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
男
女
共
同
参
画
に
通
ず
る

取
組
を
実
施
し
て
い
く
。

問　
役
場
や
小
中
学
校
で
の
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
に
対
し
て
の
支
援
や
取
組
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
町
職
員
か
ら
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
相
談
は
な
い
が

職
場
と
し
て
考
え
ら
れ
る
支
援
や

取
組
に
つ
い
て
は
、
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
こ
れ
に
親
身
に
な
っ
て

応
じ
る
と
と
も
に
、
性
的
指
向
、

性
自
認
、
差
別
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
知
識
と
理
解
を
持
っ
た

職
員
の
養
成
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、「
体
の
性
」
と
「
心

の
性
」
が
一
致
し
な
い
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
な
る
職
員
か
ら
そ

の
勤
務
す
る
施
設
の
使
用
に
つ
い

て
の
相
談
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

特
に
ト
イ
レ
や
更
衣
室
に
関
し
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
使
用
、
既
存
の

更
衣
室
以
外
の
場
所
の
確
保
等
配

慮
し
て
い
く
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護
者

か
ら
の
相
談
が
な
い
こ
と
か
ら
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
該
当
す

る
児
童
生
徒
は
い
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
悩
み
を

打
ち
明
け
ら
れ
ず
、
心
身
へ
の
負

担
を
大
き
く
し
て
い
る
児
童
生
徒

が
在
籍
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

も
の
と
し
て
、
相
談
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
実
際
に
児
童
生
徒
か
ら

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
第
一
に

人
権
保
護
を
考
え
て
対
応
し
、
そ

の
上
で
、
個
人
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
、
支
援
を
し
て
い
く
。
職

員
の
場
合
も
同
様
に
対
応
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
全

国
で
は
、
９
自
治
体
が
国
保
の
傷

病
手
当
金
を
、
11
自
治
体
が
国
保

の
傷
病
見
舞
金
を
事
業
主
ま
で
対

象
を
広
げ
て
支
給
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
る
。
町
で
も
支
給
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答　
国
が
支
給
対
象
と
し
て
い
な

い
自
営
業
者
等
は
、
被
用
者
と
は

異
な
り
、
療
養
の
際
の
収
入
状
況

が
季
節
等
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

る
職
種
が
あ
る
等
多
種
多
様
で
あ

る
こ
と
や
、
所
得
補
償
と
し
て
妥

当
な
支
給
額
の
算
出
が
非
常
に
難

し
い
等
の
課
題
が
あ
る
た
め
で
あ

り
、
本
町
も
国
の
考
え
に
倣
い
、

支
給
対
象
に
は
し
て
い
な
い
。
傷

病
見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て
も
、

自
営
業
者
等
に
は
国
の
持
続
化
給

付
金
等
の
各
種
支
援
制
度
や
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
収
入
減
に
対

し
保
険
税
の
減
免
制
度
が
あ
る
の

で
対
象
に
加
え
る
考
え
は
な
い
。

問　
国
保
税
が
高
い
と
感
じ
る
要

因
に
「
人
頭
税
」
と
同
じ
均
等
割

が
あ
る
。
独
自
に
減
免
す
る
自
治

体
も
出
て
き
て
い
る
が
、
子
ど
も

の
均
等
割
の
減
免
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。

答　
今
国
会
に
お
い
て
、
子
ど
も

の
均
等
割
額
の
減
額
措
置
を
導
入

す
る
た
め
の
法
案
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
町
と
し
て
は
、
国
の
通
知

に
基
づ
き
対
応
し
て
い
く
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

問　
町
の
施
策
に
つ
い
て
事
前
に

町
民
の
意
見
を
求
め
る
根
拠
、
目

的
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
行
っ

て
き
た
の
か
。

答　
町
民
と
の
情
報
共
有
や
町
民

が
政
策
形
成
に
参
画
で
き
る
機
会

の
拡
充
を
図
る
た
め
、
各
種
計
画

の
策
定
段
階
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
手
法
を
用
い
広
く
町
民

へ
の
意
見
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

問　
先
頃
実
施
さ
れ
た
「
第
８
期

厚
岸
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」、「
第
４
期

厚
岸
町
地
域
福
祉
計
画
」及
び「
第

６
期
厚
岸
町
障
が
い
福
祉
計
画
」

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
準
備
、
実

施
、
意
見
集
約
に
至
る
経
過
と
結

果
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　
こ
の
度
の
計
画
策
定
で
予
定

し
て
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
見
送
っ
た

が
、
計
画
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
関
係
す
る
団
体
や
事
業
所
と

の
意
見
交
換
や
「
厚
岸
町
保
健
・

医
療
・
福
祉
総
合
サ
ー
ビ
ス
調
整

推
進
委
員
会
」
や
「
厚
岸
町
障
害

者
自
立
支
援
協
議
会
」
を
開
催
し

た
。
本
年
１
月
25
日
か
ら
２
月
３

日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
が
、
い
ず
れ
の
計
画
に

も
意
見
は
な
か
っ
た
。

石澤由紀子

愛知県豊川市「みんなのトイレ」

ジェンダー平等
　男女共同参画のこれからの取組としては、今後も「厚岸町特定事業
主行動計画」に基づき、男女共同参画に通ずる取組を実施していく。
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一 般 質 問

議員音喜多政東

問　
近
年
、
道
の
駅
や
コ
ン
ビ
ニ

店
が
非
常
時
の
気
象
や
道
路
情
報

等
の
伝
達
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
早
朝
か
ら
中
に
は
24
時

間
営
業
で
、
地
元
内
外
の
来
店
・

往
来
が
あ
り
、
情
報
収
集
・
交
換

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、

コ
ン
ビ
ニ
店
の
中
に
は
、
町
か
ら

の
非
常
時
の
情
報
連
絡
と
し
て
防

災
無
線
や
Ｉ
Ｐ
告
知
情
報
端
末
の

設
置
が
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
一
刻
を
争
う
緊
急
時
の
従

業
員
へ
の
周
知
等
か
ら
設
置
を
求

め
る
声
が
あ
る
が
、
実
情
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
現
在
、
町
内
に
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
は
７
店
舗
あ
り
、
そ

の
う
ち
３
店
舗
が
24
時

間
営
業
を
行
っ
て
お

り
、
町
内
外
の
多
く
の

人
が
利
用
し
て
お
り
ま

す
。　

　

近
年
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
に
お
い
て

は
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の
機
能
を
果
た
し

て
お
り
、
各
種
の
情
報

提
供
や
災
害
発
生
時
に

は
物
資
の
提
供
を
始

め
、
帰
宅
困
難
者
へ
の

対
応
な
ど
、
地
域
に
果

ら
発
信
す
る
こ
と
は
、
従
業
員
の

み
な
ら
ず
利
用
者
や
地
域
住
民
に

対
し
て
も
、
情
報
を
得
る
一
つ
の

手
段
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

現
段
階
で
は
、防
災
行
政
無
線
、

Ｉ
Ｐ
告
知
情
報
端
末
の
い
ず
れ
も

設
置
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
、
防
災
行
政
無

線
の
設
置
に
つ
い
て
、
各
店
舗
と

調
整
し
早
急
に
設
置
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｐ
告
知
情
報
端
末
に

つ
い
て
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
、
通
称
Ｊ
︱
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と

の
連
携
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

職
員
の
勤
務
時
間
外
に
は
配
信
に

遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

設
置
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

問　
よ
う
や
く
待
望
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
至
り
、
医
療
従
事
者
に
続

き
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
も
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
提

供
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
数
や
時
期

に
は
不
明
点
が
あ
り
、
今
な
お
集

団
発
生
で
日
常
生
活
や
社
会
活
動

を
営
む
上
で
油
断
の
な
ら
ぬ
状
態

が
続
い
て
い
る
。

　

過
去
１
年
間
の
状
況
を
勘
案
す

る
と
、
介
護
従
事
者
や
公
共
性
の

高
い
職
種
に
従
事
す
る
人
々
か
ら

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
な
い
か
。

た
す
役
割
は
大
変
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
各
社
と
「
災
害

時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
に
関
す

る
協
定
」な
ど
を
締
結
し
て
お
り
、

町
に
お
い
て
も
「
災
害
時
の
物
資

供
給
及
び
店
舗
営
業
の
継
続
又
は

早
期
再
開
に
関
す
る
協
定
」
を
株

式
会
社
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
と
締
結
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗
に
対
し

災
害
時
の
情
報
を
伝
え
、
そ
こ
か

例
え
ば
、
特
老
心
和
園
や
介
護
施

設
の
介
護
福
祉
士
や
従
業
員
、
学

校
や
幼
稚
園
の
先
生
、
保
育
士
、

児
童
館
の
厚
生
員
、
消
防
士
、
民

間
で
は
バ
ス
運
転
手
や
郵
便
局
外

務
員
で
あ
り
ま
す
。

答　
国
に
よ
る
重
症
化
リ
ス
ク
の

大
き
さ
な
ど
を
踏
ま
え
た
接
種
順

位
の
考
え
方
は
、
始
め
に
医
療
従

事
者
等
と
さ
れ
る
介
護
老
人
保
健

施
設
を
含
む
町
立
厚
岸
病
院
と
、

町
内
民
間
病
院
で
従
事
す
る
職

員
、
消
防
職
員
、
集
団
接
種
会
場

で
従
事
す
る
職
員
、
そ
の
次
に
高

齢
者
と
並
行
し
て
基
礎
疾
患
を
有

す
る
者
と
高
齢
者
、
障
が
い
者
の

入
所
施
設
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

従
事
者
、
そ
の
後
に
そ
れ
ら
以
外

の
者
と
し
て
お
り
ま
す
。
ご
質
問

の
消
防
職
員
は
１
番
目
、
心
和
園

や
介
護
施
設
の
従
事
者
は
３
番
目

で
既
に
優
先
的
配
慮
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
他
の
職
種
も
例
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
に
お
い
て
当
町
へ
の
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
量
が
全
く
見
通
せ
な
い

こ
と
や
、中
間
に
学
校
、幼
稚
園
、

保
育
所
等
な
ど
を
組
み
入
れ
る
こ

と
で
事
務
の
煩
雑
化
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
町
と

し
て
は
、
国
の
考
え
方
に
基
づ
い

た
順
位
で
接
種
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

防災無線の設置が望まれるコンビニエンスストア

コンビニエンスストアにも防災の観点から防災無線の設置を
　町内のコンビニエンスストアに町からの情報伝達手段として防災無
線等が付いてない。防災対策上必要ではないか。
　これに対し現段階では未設置で、各店舗と調整し防災行政無線につ
いては早急に設置してまいります。
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一 般 質 問

議員室﨑正之

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の

要
点

問　
役
場
庁
舎
内
で
の
感
染
予
防

答　
職
員
の
健
康
管
理
と
施
設
管

理
の
二
つ
が
要
点
と
な
る
。
マ
ス

ク
、
手
洗
い
、
出
張
や
会
食
な
ど

で
の
感
染
防
止
行
動
の
徹
底
を
図

る
。
感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
考
に
し
た
手
指
消
毒
液
の
設

置
、
検
温
機
器
、
飛
沫
防
止
用
パ

ネ
ル
の
設
置
等
を
行
い
、
基
本
的

な
感
染
予
防
策
を
推
し
進
め
、
職

員
の
危
機
意
識
の
徹
底
を
図
る
。

問　
大
事
な
の
は
、
誰
か
に
言
わ

れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
全
職
員
が

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
、
同

一
の
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

事
だ
。
そ
の
た
め
に
は
全
員
に
よ

る
脆
弱
性
の
洗
い
出
し
、
全
員
が

発
言
で
き
る
自
由
討
議
、
あ
る
い

は
全
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
く
こ

と
が
有
効
と
さ
れ
て
い

る
。
近
年
企
業
経
営
論
の

中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
リ

ス
ク
管
理
の
手
法
を
取
り

入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　
職
員
の
意
識
徹
底
の

た
め
、
機
会
あ
る
ご
と
に

注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

問　
全
国
で
認
知
症
患
者

が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
場

合
、
入
院
が
難
し
い
と
い

う
事
案
が
出
て
い
る
。

答　
確
認
は
し
て
い
な
い

が
、
コ
ロ
ナ
指
定
病
院
で

あ
る
釧
路
市
立
病
院
で
は

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
ヘ
ル
パ

ー
や
施
設
職
員
な
ど
介
護
従
事
者

は
非
常
に
強
い
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら

さ
れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
移
さ

れ
る
危
険
、
知
ら
な
い
う
ち
に
移

す
側
に
な
る
危
険
を
常
に
意
識
し

て
働
い
て
い
る
。
同
様
の
立
場
に

あ
る
医
療
従
事
者
に
比
べ
介
護
従

事
者
は
マ
ス
コ
ミ
も
取
り
上
げ
方

が
弱
い
。
日
本
の
コ
ロ
ナ
患
者
の

死
亡
率
が
他
国
に
比
べ
少
な
い
の

は
、
医
療
関
係
者
の
献
身
的
努
力

の
賜
と
さ
れ
る
が
、
同
時
に
介
護

の
任
に
あ
た
る
人
の
力
が
大
き

い
。
高
齢
者
や
障
碍
者
の
介
護
看

護
の
任
に
あ
た
る
人
達
に
対
し
、

町
と
し
て
何
ら
か
の
支
援
が
必
要

で
な
い
か
。

答　
介
護
従
事
者
は
日
常
に
お
い

て
も
大
変
な
仕
事
で
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

方
法
の
支
援
が
良
い
か
、
指
定
管

理
者
と
も
相
談
し
検
討
す
る
。

問　
コ
ロ
ナ
が
及
ぼ
す
影
響
は
多

方
面
に
亘
る
。
健
康
の
問
題
か
ら

収
入
減
等
の
経
済
問
題
、
果
て
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
乗
じ
た
詐
欺
ま

で
様
々
で
あ
る
。
困
っ
て
い
る
町

民
に
少
し
で
も
早
く
役
立
て
る
た

め
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
一
元
化
し

た
相
談
窓
口
を
作
る
べ
き
だ
。

答　
一
本
化
し
た
窓
口
を
作
る
べ

く
体
制
を
整
備
す
る
。

「
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

職
員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

問　

平
成
30
年
に
作
成
さ
れ
た

そ
の
場
合
で
も
受
け
入
れ
体
制
は

で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
軽
症
患
者
の
自
宅
療
養
と
同

様
に
心
和
園
な
ど
の
施
設
入
所
者

に
陽
性
反
応
が
出
た
場
合
、
施
設

内
で
療
養
看
護
に
あ
た
る
場
合
が

出
る
。

答　
隔
離
体
制
を
と
る
必
要
が
あ

る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
対
応
し

て
い
る
。

問　
厚
労
省
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
各
人
の
具
体
的
行
動
の
、

せ
め
て
机
上
訓
練
は
行
う
べ
き
と

通
知
を
出
し
て
い
る
。

答　
机
上
訓
練
を
職
員
す
べ
て
に

お
い
て
勤
務
体
制
を
く
み
な
が
ら

行
っ
て
い
る
。

問　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
難
し
い

側
面
も
あ
る
が
、
施
設
と
同
様
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
机
上
訓
練
も

行
っ
て
い
る
か
。

答　
行
っ
て
い
る
。

問　
全
国
で
介
護
従
事
者
の
退
職

「
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
職
員
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
障
害
者
差
別

解
消
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
厚

岸
町
に
お
け
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
、
障
碍
へ

の
理
解
と
障
碍
者
に
対
し
配
慮
す

べ
き
点
を
具
体
的
場
面
に
即
し
て

記
載
し
た
も
の
で
、
高
く
評
価
す

る
。
こ
の
一
年
、
ど
の
よ
う
に
利

用
さ
れ
、
ど
ん
な
効
果
を
あ
げ
て

き
た
か
。

答　
新
規
採
用
職
員
研
修
で
は
こ

れ
を
用
い
て
障
碍
者
へ
の
理
解
や

対
応
等
を
学
ん
だ
。
専
門
家
を
講

師
と
し
て
の
管
理
職
研
修
は
コ
ロ

ナ
の
た
め
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
通
し
て
職
員
の
意

識
の
向
上
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。

問　
「
町
幹
部
職
員
の
研
修
を
行

い
管
理
職
か
ら
意
識
の
向
上
を
図

り
た
い
」「
こ
の
趣
旨
を
広
く
町

民
に
知
っ
て
貰
う
た
め
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
登
載
す
る
」「
町
民

に
向
け
て
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

商
工
会
と
協
議
す
る
」。
こ
れ
は

私
の
質
問
に
対
す
る
貴
方
の
答
弁

だ
。
何
一
つ
行
っ
て
い
な
い
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
さ
え
載
っ
て
い
な

い
。
議
会
で
の
答
弁
が
余
り
に
も

軽
す
ぎ
る
。

答　
議
会
で
の
答
弁
は
大
変
重
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
町

民
に
対
す
る
答
弁
で
あ
り
約
束
で

あ
る
。
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
は
大
変
に
申
し
訳
な

く
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
施
策
を
進
め
て
い
く
。

全員がマスクをして入学式（真龍中学校）

コロナ感染予防の施策
　コロナウイルスは相変わらず猛威をふるっています。役場庁舎内や
高齢者福祉施設で、クラスターが発生した町もあります。感染予防等
についてお聞きしました。また、コロナ禍の中、介護従事者の支援に
ついて提言しました。
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一 般 質 問

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
額
の
大
幅
な
引
上
げ

に
よ
っ
て
、
次
年
度
以
降
に
住
宅

新
築
を
計
画
中
の
方
に
と
っ
て
の

建
築
費
の
負
担
軽
減
の
み
な
ら

ず
、
住
宅
新
築
の
促
進
に
も
つ
な

が
り
、
更
に
は
町
内
産
業
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
大
い
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
加
算
要
件
は
、
必
ず
し
も

全
て
の
申
請
者
が
該
当
す
る
も
の

で
は
な
く
、
当
然
に
最
大
の
助
成

額
に
達
し
な
い
方
も
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
住
宅
を
新
築
す
る
方

の
世
帯
構
成
は
様
々
で
あ
り
、
ニ

ー
ズ
の
全
て
に
お
応
え
す
る
こ
と

は
、
非
常
に
難
し
い
課
題
で
は
あ

り
ま
す
が
、
事
業
開
始
ま
で
に
、

加
算
要
件
の
拡
大
を
含
め
、
改
め

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

男性の育児休業取得促進について

議員竹田敏夫

　父母ともに育児休業を取得する場合、子が１歳２か月
に達するまでの間に、1年まで休業することが可能。

（1）�父母ともに育児休業を取得する場合の
育児休業取得可能期間の延長

問　
男
性
版
産
休
に
つ
い
て
、
以

前
に
お
願
い
し
て
い
た
町
の
取
組

に
つ
い
て
、
企
業
へ
の
働
き
か
け

を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
そ
の
取

組
の
実
態
は
。

答　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進

に
つ
い
て
は
、
女
性
の
負
担
が
特

に
大
き
い
出
産
の
直
後
に
男
性
が

育
児
休
業
を
取
り
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨

年
９
月
以
降
、「
厚
生
労
働
省
労

働
政
策
審
議
会
雇
用
環
境
均
等
分

科
会
」
に
お
い
て
、
男
性
の
育
児

休
業
取
得
促
進
策
に
つ
い
て
検
討

が
行
わ
れ
、
本
年
２
月
26
日
に
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
を
閣

議
決
定
し
た
そ
の
内
容
は
、
子
ど

も
の
誕
生
か
ら
８
週
間
は
夫
が
柔

軟
に
育
休
を
取
れ
る
「
出
生
時
育

児
休
業
制
度
」、
ご
質
問
の
い
わ

ゆ
る「
男
性
版
産
休
」を
新
設
し
、

企
業
に
対
し
て
従
業
員
へ
の
育
休

取
得
の
働
き
掛
け
を
義
務
づ
け
る

も
の
で
、
令
和
４
年
10
月
の
開
始

を
想
定
し
て
お
り
、
企
業
へ
の
取

得
働
き
掛
け
の
義
務
付
け
を
同
年

４
月
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
国
の
機
関
で
あ
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
企
業
へ

制
度
内
容
の
周
知
を
図
り
、
町
内

事
業
所
に
お
い
て
も
男
性
が
育
児

休
業
を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
コ
ロ
ナ
感
染
に
つ
い
て
、
終

末
処
理
場
か
ら
水
を
採
取
し
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状

況
を
把
握
す
る
基
準
を
作
る
方
針

で
あ
る
と
国
交
省
が
発
表
し
た
こ

と
に
つ
い
て

答　
製
薬
会
社
が
下
水
中
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
有
無
を
、
高

い
感
度
で
検
知
で
き
る
技
術
を
大

学
と
共
同
で
開
発
し
、
４
月
の
実

用
化
を
目
標
に
、
下
水
処
理
場
を

運
営
す
る
地
方
自
治
体
や
病
院
、

高
齢
者
施
設
な
ど
へ
の
導
入
を
目

指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
殊
な
技
術
で
濃
縮
し
た
下
水

を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
か
け
、
ウ
イ
ル

ス
の
濃
度
を
測
定
す
る
こ
と
で
翌

日
に
は
感
染
者
の
有
無
が
判
明
し

ま
す
。
ま
た
、
感
染
者
の
ふ
ん
便

に
は
発
症
前
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
存

在
す
る
た
め
、
流
行
の
兆
し
の
あ

る
地
域
や
施
設
の
早
期
発
見
に
も

活
用
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

町
と
し
て
も
、
こ
れ
が
実
用
化

さ
れ
れ
ば
、
感
染
拡
大
防
止
に
役

立
つ
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

問　
庁
舎
及
び
避
難
所
の
燃
料
備

蓄
に
つ
い
て
、
国
が
求
め
る
非
常

用
電
源
72
時
間
分
の
備
蓄
が
厚
岸

町
は
出
来
て
い
る
の
か
。

答　
役
場
庁
舎
の
燃
料
備
蓄
に
つ

い
て
は
、
現
段
階
で
は
非
常
用
発

電
機
を
72
時
間
稼
働
さ
せ
る
燃
料

を
備
蓄
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

年
度
内
に
４
９
０
リ
ッ
ト
ル
の
燃

料
タ
ン
ク
２
基
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。

　

指
定
避
難
所
の
非
常
用
発
電
機

及
び
燃
料
に
つ
い
て
は
、
湖
南
地

区
と
湖
北
地
区
に
計
11
台
の
非
常

用
発
電
機
を
配
備
し
て
お
り
ま
す

が
、
72
時
間
稼
働
さ
せ
る
燃
料
は

備
蓄
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
年

度
内
に
４
９
０
リ
ッ
ト
ル
の
燃
料

タ
ン
ク
１
基
の
ほ
か
、
20
リ
ッ
ト

ル
の
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
６
台
を
新

た
に
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
っ
け
し
保
育
所
の
敷

地
内
に
、
来
年
度
４
９
０
リ
ッ
ト

ル
の
燃
料
タ
ン
ク
を
１
基
整
備
す

る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

問　
住
宅
新
築
支
援
助
成
事
業
に

つ
い
て

答　
令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い

る
住
宅
新
築
支
援
助
成
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
、
基
礎
額
を
25
万
円

か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
、
加
算

要
件
と
し
て
、
妊
娠
中
を
含
む
18

歳
未
満
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
10

万
円
、
同
居
の
両
親
１
人
に
つ
き

10
万
円
、
そ
の
上
限
を
20
万
円
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
の
一
部
と
し

て
上
限
30
万
円
、
合
わ
せ
て
最
大

１
０
０
万
円
を
助
成
す
る
案
を
説

住宅支援・男性版産休について
　４つの質問から
・男性版産休は企業へ働き掛けます。
・終末処理場から採取は感染対策に必要である。
・庁舎、避難所に72時間非常用電源の設置を進めます。
・住宅新築支援助成は大いに期待する等の答弁を頂く。
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厚岸町気候非常事態宣言に関する決議

　厚岸町議会では、地球温暖化問題は気候変動の域を超えて気候危機の状況に立ち至っ
ているとの認識を、町民だれもが共有し、今できることを地道に、そして着実に実現し
ていくための取組を、全町民を挙げて実践していくことを決意するため、「厚岸町気候非
常事態宣言に関する決議」を令和３年第１回定例会において全会一致で可決しました。
また、町長はこの決議を重く受け止め、地球温暖化対策を強化するため、2050年まで
に二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」について表明しました。

厚岸町気候非常事態宣言に関する決議（要旨）

「厚岸町気候非常事態宣言に関する決議」が
全会一致で可決されました。

　近年、地球温暖化を要因として、世界各地を記録的な熱波が襲い、大規模な森林火災を引き
起こすとともに、ハリケーンや洪水が未曽有の被害をもたらしている。我が国でも、災害級の
猛暑や熱中症による搬送者・死亡者数の増加のほか、数十年に一度といわれる台風・豪雨が毎
年のように発生し、深刻な被害をもたらしている。
　厚岸町においても、年平均気温は右肩上がりに上昇し、近年、毎年のように風水雪害が発生
し、私たちの暮らしに大きな影響を及ぼしている。また、気温の上昇は、海水温の上昇にも大
きな影響を与え、厚岸湖において夏季水温が30度を超える地点が頻出し、牡蠣養殖やあさり
養殖をはじめ、様々な魚種に影響が出ているとともに、沖合漁業のさんま棒受網漁は、近年、
太平洋沿岸での漁場が形成されず、これも、気候変動による海水温の上昇が一因であると考え
られている。
　国は、2050年までにカーボンニュートラルの実現を掲げ、一日も早い脱炭素社会の実現に
向けて、我が国の経済社会の再設計・取組の抜本的強化を行い、国際社会の名誉ある一員とし
て、それに相応しい取組を、国を挙げて実践していくことを決意するとして、令和２年11月
に衆参両院が気候非常事態宣言を決議し、脱炭素社会を目指す内閣方針を超党派で後押しする
姿勢を打ち出した。
　厚岸町においては、ごみの減量化や資源ごみの分別の徹底、町民の森植樹祭の実施をはじめ
とする様々な施策を通して、環境負荷への低減や将来に向けた環境教育・環境学習にも取り組
んできており、令和２年度からは、国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」と関
連付けた「第６期厚岸町総合計画」を策定し、この中で環境保全に対する様々な施策を展開し
ていくこととしている。
　私たちは「もはや地球温暖化問題は気候変動の域を超えて気候危機の状況に立ち至っている」
との認識を、町民だれもが共有し、今できることを地道に、そして着実に実現していくための
取組を、全町民を挙げて実践していくことを決意するため、ここに気候非常事態を宣言する。
　以上、決議する。
　　　令　和　３　年　３　月　８　日
� 厚　岸　町　議　会　　

厚岸町議会ホームページＱＲコード
「厚岸町気候非常事態宣言に関する決議」
の全文はこちらから

厚岸町ホームページＱＲコード
「ゼロカーボンシティ」の表明に関して詳
しくはこちらから
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議 会 の 動 き

議　会　の　動　き（各議員の出席状況）� １月20日から４月22日まで

会
議
種
類

開 催 日
・

期　　間
会　　議　　名　　称

開
催
日
数

議　　員　　氏　　名（議席順）
竹
田
　
敏
夫

石
澤
由
紀
子

室
﨑
　
正
之

音
喜
多
政
東

南
谷
　
　
健

佐
藤
　
淳
一

杉
田
　
尚
美

桂
川
　
　
実

大
野
　
利
春

中
川
　
孝
之

中
屋
　
　
敦

堀
　
　
　
守

本
会
議

3月8日～12日 第１回　定例会 5 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 5

委
　
　
　
　
　
員
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
等

1月22日 第１回　厚生文教常任委員会 1 － ○ ○ ○ － － ○ － － － － ○

1月25日 第３回　議員協議会 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

2月19日 第２回　総務産業常任委員会 1 ○ － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

2月26日 第４回　議員協議会 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月� 3日 第２回　厚生文教常任委員会 1 － ○ ○ ○ － － ○ － － － － ○

3月� 5日 第１回　議会運営委員会 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月� 5日 第３回　総務産業常任委員会 1 ○ － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

3月� 8日 第２回　広報特別委員会 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － －

3月11日 第２回　議会運営委員会 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月� 2日 第５回　議員協議会 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

4月22日 第３回　広報特別委員会 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － －
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健

発行しています
『声の議会だより』を

　希望者に議会だよりを朗読・録音
したカセットテープ及びＣＤの貸出
をいたします。
　お気軽にお申し付けください。
●詳細は、
　町役場内　議会事務局まで

TEL�52－3131（内線300）
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	あっけし議会だよりP2-14

